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 要 旨   

 

目的：イラン西部の一般地域住民における 2021-2022年の性年齢調整アルコール摂取率とその規定

要因を明らかにする。 

 

方法：イラン西部に位置するイラム市で多段サンプリングした 15歳以上の一般地域住民 1431人を

対象に、ペルシア版の危険行動質問票を用いてアルコール摂取を評価した。ロジスティック回帰分

析を用いて多変量調整オッズ比と 95%信頼区間(OR(95%CI))を算出した。 

 

結果：1431 人の対象者が質問票に回答した。平均年齢は 43.40±15.51 歳であった。性年齢調整ア

ルコール摂取率は 4.05（95％信頼区間 3.09-5.20）％であった。ロジスティック回帰分析の結果、学

士 (OR(95%CI);7.13(1.89-26.76)) 、 タ バ コ (OR(95%CI);6.92(2.94-16.29)) 、 水 タ バ コ

(OR(95%CI);7.34(3.09-17.47))、薬物依存(OR(95%CI);2.88(1.38-5.99))がアルコール摂取と正の関連

を認めた。一方、高い経済的地位はアルコール摂取と負の関連を示した(OR(95%CI);0.62(0.26-

1.48))。標準化係数の値から水タバコ（標準化係数 0.743）と高学歴（標準化係数 0.703）、タバコ（標

準化係数 0.588）（がアルコール摂取の最も強い規定要因であった。 

 

結論：イラン西部の一般地域住民における性年齢調整アルコール摂取率は 4.05％であり、最も強い

規定要因は、水タバコ、タバコ、高学歴であった。アルコールについて教育、啓発、政策な等の複合

的対策が必要である。 

 

 


